
別表（別記様式第13－4号関係） 

水産業競争力強化緊急施設整備事業事後評価報告書  
 

  
  作成部署名 青森県農林水産部水産局漁港漁場整備課 

目的 
 荷さばき施設等を整備し、衛生管理による品質保持や流通機能の強化
を図り、漁業者の所得向上、就労改善、流通促進などの水産業の活性化
を目指す。 

目標 漁業所得の向上 整理番号 R3-1 

事業実施主体 野牛漁業協同組合 

実施地区 野牛地区 

実施期間及び目標年度 

実施期間 目標年度 

令和3年度～令和4年度 令和6年度 

助成金額 281,825,000円 

事業計画の内容 

 荷さばき施設の整備により、陸揚・荷さばき作業スペースの不足から
生じていた漁港内での漁船の陸揚げ順番待ちが解消され、労働時間及び
漁船燃料費の削減が図られる。また、閉鎖型荷さばき施設及び海水処理
施設の整備により、効率的な衛生管理が可能となり、水産物の品質向上
と価格の安定が図られる。 

評 
価 取組の目標（ＫＰＩ） 漁業所得の向上 

 基準年 （令和2年度）5,182千円 

現状値 （令和5年度）4,490千円 増加率 -13.4％ 

目標値 （令和8年度）5,700千円 増加率 10.0％ 

成果目標 漁業所得の向上 

 
現状値 （令和6年度） 142,162千円（3年間の総便益） 

目標値 （令和6年度） 138,754千円（3年間の総便益） 

（１）現状値の説明 

 ＫＰＩについては、荷さばき施設整備の効果による魚価向上は見られ
るものの漁業資材の価格高騰が影響し、令和５年度時点で目標値を達成
できなかった。 
成果目標については、経費削減効果として荷さばき施設の整備により、

陸揚・荷さばき作業スペースの不足から生じていた漁港内での漁船の陸
揚げ順番待ちが解消され、労働時間及び漁船燃料費が削減されたものの、
施設管理費等が高騰したこともあり、目標値を下回る6,568千円の成果と
なった。 
 一方、閉鎖型荷さばき施設及び海水処理施設の整備により、効率的な
衛生管理が可能となり、水産物の品質向上と価格の安定が図られたこと
により目標値を上回る44,660千円の成果となった。 
これにより全体としては、目標値を上回る102％（3,408千円）の成果

となった。  

（２）地域への経済効果 

活ホタテ等の販売について、荷捌施設整備後R4には漁獲量128.5t、漁
獲高83,400千円となり、海水処理施設の設置効果が発揮された。また、
活ホタテの認知度向上により問い合わせの声が毎年多くなり、活ホタテ
の直売を荷さばき施設併設の直売所で実施している効果もあり、県内は
もとより県外からも多くの方が現地に赴いている。 

（３）所見 
荷さばき施設の整備により、魚価向上が見られ整備効果が十分発揮さ

れている。 



（４）評価機関の意見等 なし 

今後の改善方向等に関する分析 
今後も漁業者や施設利用者と連携し、衛生管理や鮮度保持を徹底する

ことで更なる高付加価値化を図っていくように指導・助言を行う。 

 


